
（仮称）「第３次小平市ごみ処理基本計画」策定の基本方針 

 

１ 計画策定の背景 

現行の「小平市ごみ処理基本計画」は、本市における廃棄物の減量と処理に係る事業の根幹となるも

のとして、平成１５年度（２００３年度）から平成２４年度（２０１２年度）までを計画期間として策

定し、平成１９年度（２００７年度）に中間改訂を行いました。（本年度、計画期間を１年間延伸し、平

成２５年度（２０１３年度）までとしました。） 

今般、計画期間の満了を迎えるに当たり、今後の循環型社会の確立を目指した総合的かつ計画的な廃

棄物処理事業を推進するため、（仮称）「第３次小平市ごみ処理基本計画」を策定します。 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「法」という。）第６条第１項に基づく「一般廃

棄物処理基本計画」になります。 

今回の策定においては、「小平市第三次長期総合計画」との整合性を図るとともに、「小平市第二次環

境基本計画」の理念を踏まえた上で、さらなる廃棄物の減量と適正処理への方策を定めます。 

３ 計画対象期間 

本計画の対象期間は、平成２６年度（２０１４年度）から平成３４年度（２０２２年度）までとし、

平成２９年度（２０１７年度）を中間目標年度として、計画の定期見直しを行います。 

４ 計画の内容 

法第６条第２項に基づき、次に掲げる事項を定めます。 

① 一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み 

② 一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項 

③ 分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分 

④ 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項 

⑤ 一般廃棄物の処理施設の整備に関する事項 

⑥ その他一般廃棄物の処理に関し必要な事項 

５ 計画策定体制 

（１）庁内体制 

計画策定の事務は、環境部ごみ減量対策課において行い、必要に応じて関係各課との調整を図りま

す。また、計画案（素案及び原案）については、庁議に付議し、承認を得るものとします。 

（２）小平市廃棄物減量等推進審議会による検討 

平成２２年（２０１０年）に、小平市廃棄物減量等推進審議会（以下「審議会」という。）へ、「小

平市ごみ処理基本計画策定の基本的事項について」を諮問し、基本方針及び施策展開の方向性につい

て、平成２４年（２０１２年）５月に答申を受けています。 

同年７月には、「小平市ごみ処理基本計画の策定について」を諮問し、来年度に向けて、審議会の意

見等をいただきながら、計画の策定を進めていきます。 

（３）市民からの意見・要望の収集 

計画案（素案）をもって、地域懇談会及び市民意見公募手続（パブリックコメント）を実施します。 
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６ 計画策定の留意事項 

（１）市議会への報告 

計画策定については、本方針の策定、パブリックコメントの実施及び計画の策定の際に、適宜、市

議会への報告を行います。 

（２）情報の公開 

計画策定の進捗に応じて、適宜小平市ホームページ等で情報を公開します。 

また、審議会は公開とし、会議の要旨及び審議資料等については、終了後速やかに小平市ホームペ

ージにより公表します。 

７  計画策定のスケジュール（予定） 

 審議会・市民参加 議会関係 所管課 

平
成
２
５
年
（２
０
１
３
年
） 

３月  幹事長会議：本方針の報告  

４月 審議会：市民アンケートの内容につ

いて 

  

 

実態調査（市民アンケート） 

５月   実態調査（組成分析調査） 

６月 審議会：実態調査の結果について   

７月 
 

審議会：骨子案について  

骨子案作成 

 

１０月 

 

審議会：計画案（素案）について 

 

 

計画案（素案）作成 

 

計画案（素案）庁議付議 

１１月  

 

 

パブリックコメント（～１２月） 

素案配付 

幹事長会議：パブリックコメント

の実施 

 

 

１２月 地域懇談会 生活文教委員会：事務報告  

平
成
２
６
年
（２
０
１
４
年
） 

１月 審議会：パブリックコメント実施結果

について 

  

２月 

 

審議会：答申案及び計画案（原案）

について  

計画案（原案）作成 

３月 審議会：答申  

 

 

 

幹事長会議：策定報告 

計画書配付 

 

計画案（原案）庁議付議・市長

決裁・計画確定 

印刷製本 

 


